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３月議会で上程された３１議案のうち、下記の９議案に
反対をしました。その理由は下記のとおりです。

卒園後の受け皿のない制度は、破綻！

議案第１２号足利市家庭的保育事業等の施設及び運営基準を定
める条例の改正・議案第１３号足利市特定保育・保育施設及び特
定地域型保育事業の運営基準を定める条例の改正

国の調査では、要件を満たす卒園後の受け皿の同事
業者は、６７．８％となっている。そのために緩和（１０年
を１５年に延長等）するための条例改正。足利市には、
該当する保育施設はありません。この２つの条例に位置
づけられている小規模保育事業の３類型の保育士の認
可基準は、Ａ型の場合は保育士、Ｂ型は、２分の１以上
が保育士、Ｃ型は、家庭的保育者となっています。認可
基準は、保育士をすべて配置することが重要と考えます。
０～２歳児を対象とする保育施設は、卒園後の受け皿が
見つからないのでは、制度そのものが破綻しているので
はないか。

議案第24号 一般会計予算
定額減税の継続は賃金や年金の増加が物価高騰に

追い付かず、生活を圧迫しており減税や補助金の給付
によって生活を支える必要がある。
婚活イベントの実施として2175万円が計上。結婚をし
たいか、否かを考える段階で経済力に不安を感じて前
に進めない方が多いことがあり、正規雇用を増やすこと
や、妊娠出産のサポートを充実させることで出産後も働
ける環境を整えることが、結婚や出産を後押しできる。
生活保護制度の予算は生活扶助・医療扶助が減額と
なっている。生活保護利用制度の情報提供を充実する
ことが必要。憲法に保障された最低限の生活を送るため
の制度であり、扶助費は概ね消費に充てられるので経
済効果もある。
中小企業や農業者への支援は、様々な材料費、電気
代等の高騰、最低賃金見直しによる人件費の上昇も負
担となっている。農業者にとっては飼料、肥料、燃料の
高騰は大きな負担となっている。中小企業や農家を支え
る施策を市が取り組むことが必要。
公共交通については地域共助型生活交通モデル事
業として７０万円が計上、共助だけでは解決が難しい問
題であり、公助による移動手段の提供が必要。福祉タク
シー券を高齢者全体に広げていくことも必要。
重度心身障がい者医療助成費の窓口無料化の予算
を確保することは障がい者福祉にとって大変重要であり、
早期の実現を求める。

介護保険財政からの繰り出しやめよ！
議案第25号令和7年度足利市介護保険特別会計
（保険事業勘定）予算

包括的支援事業として計上されていた、包括支援セン
ターが一般会計の老人福祉総務費の重層的地域支援
事業費に移行しました。社会福祉法の改正により、重層
的支援体制整備事業が創設され、こども・障がい者・高
齢者・生活困難者を一体的に支援する体制を構築する
とのこと。介護保険財政から、移行した後も１号被保険
者、２号被保険者の介護保険料を一般会計に３６００万
円余繰り出すことになっています。一般会計に移行と同
時に介護保険からの繰り出しは、やめるべきです。また、
高すぎる介護保険料の引き下げが求められます。

「こども誰でも通園制度」は見直しを！
議案第10号足利市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例の制定・議案第１１号足利市保育所条例の改正

こども誰でも通園制度（乳児等通園支援事業）は、試
行的事業として足利市公立保育所2ヶ所で行われてきま
した。この条例制定の問題点は、対象年齢は、生後6か
月から3歳未満児で利用可能時間は、月10時間です。
本格実施に向けた検討会の取りまとめで、「月10時間で
は足りない、乳児の基本的生活習慣の習得を考えたとき
に、寝る、食べる、排泄をするということを含めて、しっか
りと生活ができるためには最低4，５時間かかるのではな
いか」、一般型乳児等通園支援事業所１に従事する職
員は2人。但し、要件を満たせば、1人でも良い、乳児等
通園支援従事者は「保育士その他」であり、無資格者で
も可能となっています。乳幼児を扱うのに危険な対応で
す。運営の確保についても前日、当日のキャンセル料は
請求できない出来高払いで、安定的に運営できるか疑
問。
このように様々な問題を抱えているこの制度を2025年か
ら実施することは拙速です。

医療費の全額自己負担となる特別療養世帯の廃止を
議案第26号令和7年度足利市国民健康保険特別会計
（事業勘定）予算

滞納者が後を絶ちません。マイナ保険証が昨年から義
務付けられたことで、滞納している加入者の短期証の発
行はなくなりますが資格証と同等の特別療養世帯というこ
とで残ります。全額自己負担となる資格証と同等の制度
は、なくすべきです。

保険料の引き上げは、負担の限界！
議案第27号令和7年度足利市後期高齢者医療特別会計予算

保険料の引き上げが続いています。今年度は年収１５３
万円以上の方は、値上げとなっています。

産業団地開発より、中小企業の支援優先へ！
議案第29号令和7年度足利市あがた駅北産業団地開発事業
特別会計予算

公債費が２億円以上となっています。投資型の産業団
地開発です。今頑張っている中小企業支援を優先する
べきではないか。

３月議会報告



３
．
市
民
の
貴
重
な
史
跡

藤
本
観
音
山
古
墳

お
ぜ
き
：

20
06
年
（
平
成

18
年
）
7
月
28
日
付
で
国
史

跡
指
定
と
な
っ
て
1
８
年
。

現
在
の
土
地
は
、
約
５
万
平

方
メ
ー
ト
ル
の
史
跡
指
定
地

の
う
ち
４
万
７
０
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
を
公
有
化(

94
％
）

現
時
点
で
、
１
０
０
％
公
有

化
で
き
な
け
れ
ば
、
保
存
活

用
計
画
策
定
は
、
で
き
な
い

の
か
。

教
育
次
長
：
他
市
の
事
例

で
は
、
公
有
化
を
完
了
後
、

完
了
前
計
画
策
定
と
実
情

に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
。
本
市

は
公
有
化
完
了
を
目
指
し
、

他
の
史
跡
と
の
優
先
順
位

を
見
極
め
な
が
ら
計
画
を

策
定
。

２
．
食
料
・農
業
政
策

お
ぜ
き
：
生
態
系
と
調
和
し
た

持
続
可
能
な
農
業
を
ど
う
す
す

め
て
い
く
の
か
。

当
局
：
国
は
令
和
3
年
「
み
ど

り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
を
策

定
し
、
本
市
に
お
い
て
も
た
い
肥

の
有
効
活
用
や
環
境
保
全
型
農

業
な
ど
に
取
り
組
む
農
業
者
を

支
援
し
、
生
態
系
と
調
和
し
た

持
続
可
能
な
農
業
の
取
り
組
み

を
推
進
。

お
ぜ
き
栄
子
の

一
般
質
問

１
．
市
民
の
暮
ら
し
応
援

お
ぜ
き
：
物
価
高
騰
の
中
、
市
民

の
暮
ら
し
や
事
業
者
へ
の
支
援
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
。

当
局
：
国
が
行
う
経
済
対
策
を

注
視
し
な
が
ら
、
そ
の
交
付
金
な

ど
を
活
用
し
て
物
価
高
騰
の
影

響
を
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る
よ

う
必
要
な
支
援
を
進
め
て
い
る
。

お
ぜ
き
：
昨
年
の
11
月
22
日
に

政
府
が
閣
議
決
定
し
た
物
価
高

騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
は
低
所
得
者
世
帯
及

び
同
世
帯
の
こ
ど
も
に
給
付
金
の

支
給
が
20
25
年
１
月
臨
時
議
会

で
議
決
さ
れ
た
。
一
方
の
推
奨
事

業
メ
ニ
ュ
ー
を
活
用
し
た
重
点
支

援
交
付
金
（
足
利
市
3
億
円
余
）

は
、
市
民
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
や
灯
油
支

援
、
水
道
料
金
の
減
免
な
ど
の
支

援
に
活
用
で
き
る
交
付
金
を
な

ぜ
活
用
し
な
か
っ
た
の
か
。

当
局
：
国
が
推
奨
す
る
事
業
を

参
考
に
現
在
そ
の
効
果
的
な
活

用
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
る

生
活
者
支
援
と

事
業
者
支
援

持
続
可
能
な
農
業
と
学
校
給
食

お
ぜ
き
：
学
校
給
食
の
有
機
農

産
物
を
目
指
し
な
が
ら
、
生
産

時
に
農
薬
・
化
学
肥
料
を
削
減

す
る
農
業
者
を
募
集
し
、
成
長

期
の
子
ど
も
に
、
よ
り
安
心
安

全
な
農
産
物
を
提
供
で
き
な
い

か
。

当
局
：
米
を
無
農
薬
で
作
っ
て
い

る
農
業
者
を
把
握
し
て
い
な
い
。

野
菜
で
は
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
マ
ー
ク
を
取
っ

て
い
る
方
1
名
、
環
境
保
全
型

交
付
金
を
受
け
て
い
る
方
1
名

（
野
菜
類
）
把
握
。
県
と
連
携
し

て
情
報
収
集
に
努
め
る
。

お
ぜ
き
：
学
校
給
食
に
有
機
農

産
物
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
す

す
め
る
と
国
会
答
弁
（
石
破
首

相
）
。
当
市
も
行
う
時
期
に
き
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長
：
有
機
農
法
の
作
付
け
で

は
約
10
％
収
穫
量
減
少
、
野
菜

の
価
格
は
2
倍
、
国
が
全
て
の
学

校
給
食
を
も
し
有
機
農
法
に
切

り
替
え
る
と
い
う
の
だ
っ
た
ら
、

こ
の
減
少
分
、
価
格
の
高
騰
分
の

議
論
が
な
い
と
自
治
体
は
大
変

困
る
。

お
ぜ
き
：
同
古
墳
の
登
り

口
や
南
西
部
の
土
盛
り
等

の
劣
化
が
進
ん
で
い
る
が
今

後
ど
う
対
応
す
る
の
か

教
育
次
長
：
部
分
的
な
補

修
等
は
緊
急
避
難
的
な
部

分
は
や
っ
て
い
く
。
古
墳
の

上
に
あ
る
阿
夫
利
神
社
の

参
道
で
あ
り
、
修
繕
す
る
自

治
体
が
お
金
を
だ
し
て
修
繕

す
る
の
は
難
し
い
、
今
後
研

究
し
て
い
く
。

太
田
市
で
は
、
重
点
支
援
金
を

使
っ
て
、
水
道
料
金
の
減
免
、
中

小
企
業
支
援
金
10
万
円
支
給

を
2
月
～
3
月
受
付
で
実
施

し
て
い
る
。
当
市
も
臨
機
応
変

な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

急
い
で
市
独
自
で
実
施
を
求
め

ま
し
た

同古墳の崩れて危険な登り口

鳥
井
や
す
こ
の

一
般
質
問

１
．
小
中
学
校
の

今
後 

の
在
り
方
に
つ
い 

て 

①
足
利
市
学
校
教
育
環
境
審
議

会
の
答
申
と
今
後
の
対
応 

鳥
井
：
子
育
て
支
援
を
重
点
政

策
と
し
て
い
る
本
市
に
お
い
て
、

小
規
模
校
の
統
廃
合
は
、
新
た

な
移
住
者
を
遠
ざ
け
て
し
ま
う

ま
た
、
地
域
の
核
で
あ
る
学
校
を

効
率
重
視
で
集
約
す
る
や
り
方

は
、
教
育
基
本
法
第
16
条
第
４

項
に
反
す
る
が
所
見
を
求
め
る 

当
局
：
子
供
た
ち
の
豊
か
な
成

長
を
育
む
、
よ
り
よ
い
教
育
環 

境
の
充
実
を
最
優
先
と
し
な
が

ら
も
、
活
力
あ
る
新
た
な
地
域
づ

く
り
に
も
配
慮
し
、
基
本
計
画
の

策
定
を
進
め
て
い
く
。

②
地
域
の
核
と
し 

て
の
学
校

が
果 

た
す
役
割 

２
．
介
護
保
険
制
度
の
現
状

①
市
内
の
介
護
保
険
施
設
の

入
居 

待
機
者 

鳥
井
：
全
国
同
様
高
齢
化
が

進
む
本
市
に
お
い
て
は
、
核
家

族
化
や
地
域
の
つ
な 

が
り
の
希

薄
化
が
進
み
、
親
族
の
助
け
を

得
ら
れ
な
い
高
齢
者
も
少
な
く 

な
い
。
市
内
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
の
介
護
保
険
施
設

は
、
利
用
希
望
者
の
需
要
に
対

応
で
き
て
い
る
の
か
ま
た
、
今
後

の 
見
通
し
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

当
局
：
３
年
前
は
２
０
０
人
で

あ
っ
た
も
の
が
今
年
度
は
１
５
６

人
と
減
少
傾
向
に
あ
る
。
こ
こ

数
年
に
お
け
る
特
養
退
所
者
数

は
、
年
間
約
２
６
０
人
と
な
っ
て

お
り
、
入
所
待
機
者
数
を
勘
案

し
、
施
設
数
は
概
ね
充
足
し
て

い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

鳥
井
：
令
和
５
年
９
月
27
日
に

足
利
市
学
校
教
育
環
境
審
議
会

か
ら
提
出
さ
れ
た
答
申
に
関
し

て
、
市
民
か
ら
地
域
の
学
校
が
な

く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
心
配
す

る
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
答
申
が

出
て
か
ら
１
年
半
近
く
経
過
し

て
い
る
が
、
三
つ
の
再
編
パ
タ
ー
ン

が
示
さ
れ
る
に
留
ま
り
、
具
体

的
内
容
は
発
表
さ
れ
て
い
な
い
。

今
後
の
教 

育
環
境
に
つ
い
て
、
議

論
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。 

当
局
：
議
論
の
進
め
方
に
つ
い
て

は
、
広
く 

地
域
説
明
会
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
、
意
見
集 

約
を

す
る
こ
と
で
、
基
本
計
画
へ
の
保

護
者
や
地
域
の
方
々
の
意
見
の

反
映
に
努
め 

て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

②
介
護
保
険
施
設 

に

お
け
る
支
援 

鳥
井
：
市
内
の
介
護
保
険
施
設

に
は
、
離
職
者
が
多
い
た
め
、
定

員
数
ま
で
利
用
者
を
受
け
入
れ

ら
れ
な
い
状
況
が
あ
る
と
聞
く
。

全
て
の
介
護
保
健 

施
設
が
そ
の

よ
う
な
状
態
で
は
な
い
と
思
う

が
、
労
働
条
件
な
ど
の 

理
由
に

よ
り
、
有
資
格
者
が
現
場
か
ら

離
れ
て
し
ま
う
こ
と
は
大
き
な

損 

失
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
を
防
ぐ
た
め
、
市
と
し
て
介
護 

保
険
施
設
の
雇
用
を
支
え
る
取

組
な
ど
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

当
局
：
介
護
保
険
の
補
助
事
業

は
複
雑
で
、
制
度
の
理
解
や
手

続
き
の
進
め
方
に
つ
い
て
、
事
業

所
で
は
大
変
苦
労
し
て
い
る
。
本

市
と
し
て
も
、
各
種
支
援
策
の

周
知
に
努
め
る
と
と
も
に
、
円

滑
な
利
用
が
図
れ
る
よ
う
、
引

き
続
き
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

３
．
公
共
交
通
機
関
の 

現
状

①
公
共
交
通
機
関 

の

人
口
カ
バ
ー 

率 

鳥
井
：
令
和
元
年
第
２
回
市
議

会
定
例
会
に
お
い
て
、
足
利
市
の

公
共
交
通
機
関
の
人
口
カ
バ
ー

率
に
つ
い
て
質
問
を
行
っ
た
が
、

そ
れ
か
ら
約
６
年
が
経
過
す
る

中
で
、
現
在
は
微
減
の
状
況
に
あ

る
。
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
移 

動
手
段
と
し
て
の
公
共
交
通
の

充
実
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と

考
え
る 

が
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
に

対
す
る
評
価
と
今
後
の
展
望
に

つ
い
て
聞
き
た 

い
。 

。 

当
局
：
幹
線
軸
か
ら
距
離
の
あ

る
地
域
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
実
情
と
課
題
に
合
わ

せ
た
改
善
策
を
、
地
域
と
の
対

話
や
協
力
に
よ
り
検
討
す
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
る
。

②
デ
マ
ン
ド
交
通 
の
導
入 

鳥
井
：
栃
木
県
の
調
べ
で
は
、
県

内
で
デ
マ
ン
ド
交
通
を
導
入
し
て

い
な
い
自
治 

体
は
那
須
塩
原
市

と
足
利
市
の
み
と
な
っ
て
お
り
、

県
全
体
の
公
共
交
通 

サ
ー
ビ
ス

の
人
口
カ
バ
ー
率
を
下
げ
て
い
る

状
況
に
も
見
え
る
。
本
市
に 

お

い
て
デ
マ
ン
ド
交
通
を
導
入
し
な

い
理
由
何
か
。 

当
局
：
鉄
道
や
路
線
バ
ス
で
の

対
応
が
困
難
な
地
域
に
お
い
て

は
、
社
会
福
祉
関
連
事
業
と
の

共
創
や
地
域
の
力
を
活
用
す
る

な
ど
、
住
民
と
行
政
が
協
働
し

て
「
安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
る
公

共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
」

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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